
令和６年２月16日

学校だより「花里の子」
令和5年度 第22号 伊丹市立花里小学校長 小木曽 笑子

前庭の河津桜が咲き始め、春の訪れを感じます。

河津桜は、２月上旬から咲き始める早咲きの桜です。静岡県賀茂郡

河津町の名産として知られています。一ヶ月ほど花を楽しめる桜の木

です。正面玄関近くにありますので、ご来校の際にご覧下さい。

２月の全校朝礼は、『ふゆめがっしょうだん』（富成忠夫・茂木 透：

写真、長 新太：文 福音館書店）を紹介しました。この本を使って２

年生が生活科の「春見つけ」の学習をしていました。

木の枝をよく見てみると、顔のように見えるところがあります。その上にある円形や円錐形をした部分

のことを冬芽と言います。冬芽の中には、葉や花になる部分が小さくたたまれて入っていて、春に向けて

成長していることを紹介しました。

３学期は、今の学年のまとめの時期であると同時に、次の学年へ

の準備期間でもあります。１年間頑張ってきた子どもたちの冬芽も

だんだんと膨らみ始めています。例えば、

2年生は、学年のまとめとして「九九マスター」をめざしています。

校長室にやってきて「バラバラ九九」に挑戦中です。カードをめくっ

て、唱える段を決めます。「５出ろ！」「２出ろ！」と言っていますので、

得意、不得意は自分で分かっているようです。全ての段に合格すれ

ば「九九マスター賞」がもらえます。「４×６」の答えがすぐに出ず、

「4×１＝４、4×２＝８・・・・」と順番に唱えて答えを言う子が多いで

すが、中には、ビックリするくらいスラスラと唱えることができる子もいます。

3年生は、短縄とびに挑戦しています。「前回し跳び」「後ろ回し跳び」「駆け足跳び」「2拍子跳び」

といろいろな技を2分間連続で跳べるように練習中です。2分間続けるためには、縄跳びの技術だけで

なく、かなりの体力が必要です。

それぞれの学年で身につけておいてほしいことがありますが、どの学年にも共通していることは、「学

習に向かう心構え」です。子どもたちには、難しいと感じることにも積極的にトライして、失敗しても、諦

めず何度でも挑戦できる強い心を育ててほしいと思っています。3学期は、残り半分です。子どもたちが

達成感をもって卒業式、修了式を迎えることができるよう、頑張ったことを褒め、最後までやり遂げるこ

とができるよう励ましていきます。ご家庭でも、温かく見守っていただきますようお願いいたします。



地区自主防災会が行われました
2024.2.10

花里小学校自治協議会主催の自主防災会合同訓
練が実施されました。参加者は150人を超え、地域
のみなさんの防災に関する意識が高くなっている
ことが感じられました。心肺蘇生法や消火器取り
扱い訓練、濃煙体験訓練、防災物品取り扱い説明
等のブースを地域ごとに回りました。訓練後は、
ボランティアのみなさんによる炊き出し（豚汁と
アルファ化米のおにぎり）が提供されました。子
どもたちには防火服着装コーナーや消防車両展示
コーナーが準備されていました。
平時からご近所の方とつながっておくことが、

防災につながります。学校も助け合える関係づく
りを行っていきたいと思います。

Earthって？
・阪神淡路大震災(1995年1月17日)を
きっかけにつくられた兵庫県の学校の先
生たちによるチーム

・災害が起きたときに避難所となった学校
の支援(避難所運営､学校教育応急対策､
心のケア)を行います。

6年生の投石先生が1月29日～２月２日まで、Earth隊員として石川県珠洲市
に派遣されました。そこでの活動の様子を２月の全校朝礼で子どもたちに報告して
くれました。身近な人から聞く、珠洲市の様子に子どもたちは、改めて被害の大きさ
を感じたようでした。報告内容の一部を紹介します。

今回の派遣でやってきたことは、
・学校の片付け
・病気予防のための消毒や掃除
・カウンセラーからのフィードバックやこれから
の動きの相談

・教材準備
・集団登校の見守り
・取材対応

１月３１日の昼食（簡易給食)は、
・スープ(避難所の炊き出し）
・フリーズドライの青菜ご飯か同じご飯のおにぎり
・メロン(支援物資)
・ヤクルト
・持ち帰り用の支援物資
いつもよりたくさんの人が関わって作っています。

今回の派遣で、
被災した人たち、子どもたち、遠くから支援をして
いる人たち、支援をしに来ている人たち、みんなで
助け合って復興に向かっていると感じました。
被災地は、まだまだ多くの支援を必要としている状
況です。

学校は、15日に
再開しましたが、
勉強道具がない
中で活動してい
ます。

ただ今
生活ふり返り中!!
２月16日(金)～２月22日(木）
提出日 ２月26日（月）

3学期も「生活ふり返り」を実施します。「早寝・

早起き・朝ご飯」を意識した生活を送りましょう。

家庭学習時間のめやすは、

学年×１０分＋20分 です。

1週間の目標読書時間は、70分以上です。
これには、図書の時間や朝読の時間を含みます。

家庭学習の時間は、自主学習や読書で調節しま

しょう。

子どもたちの生活の状況を把握したいと考えて

います。自分で記入することが難しいお子様は、

ちょっと声をかけていただいたり、代わりに記入し

ていただいたりのご協力をお願いします。

２月２６日、全校児童分が提出されることを期待し

ています。


